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1. はじめに 

テールランプとは， 自動車の後部にあるリアランプ

の中に組み込まれている赤色灯のことで，夜間後方へ

の車両の存在と車幅を示すためのランプである．その

中でも，Audiのテールランプの赤色灯光は魅力的であ

ると言われている．過去の研究において，色光の中で

赤色の誘目性が高いことは示されている[1]が，赤の光

の感性品質について調べた研究はない．ここでは，赤

の波長と印象との関係性について，実物のテールラン

プの光を使って調べる． 

2. 実験方法 

実験刺激として，国内外のメーカの自動車に搭載さ

れている実物のリアランプを 8 つ用意した（表 1）．

テールランプの灯光色を計測したところ，Audiの 3車

種が 625〜630nmであったに対し，他のランプは 620nm

（橙色寄り）であった．評価に用いた視覚イメージ用

語は，ランプ評価に適した形容詞を 20語選定した（表

2）．被験者は，1〜30lxの暗室環境で 2分間の順応後，

点灯させた各テールランプに対し，視覚イメージ用語

の適合度を 0〜10の整数値で回答した（評定尺度法）．

試行回数は 1回で，所要時間は 30分程度であった．被

験者は，運転経験をもち，年代の異なる 30名にご協力

いただいた．  

3. 実験結果 

8 つのランプのイメージプロフィールを比較したと

ころ，Audiのランプ 3車種はいずれも「魅力的な」の

点数が高く，そのうちの 1車種の例（図 1）では，「ア

クティブな」「華やかな」「先進的な」などのスコア

も高いことが確認できる．ただ，プロフィールのパタ

ーンの類似性を，各ランプの物理的な特徴と関係付け

ることはできなかった． 

 図 2 は，赤の波長と「洗練された」のスコアの関係

性を示したグラフである．図から，色光が赤外に近い

ほど洗練された印象が高まる傾向が確認できる

（R2>0.7）．他に「味わい深い」「気高い」「リッチな」

「エレガントな」なども赤色との相関が高いことがわ

かった．また，赤色灯光の面積を計測し，視覚イメー

ジ用語との関係をみた結果，「シックな」と負の相関

がみられた．点灯している赤色の面積が小さいほど「シ

ックな」のスコアが高いことを意味する． 

4. まとめ 

実物のテールランプを使って赤色灯光と印象との関

係性を調べた結果，Audiに代表される赤外寄りの赤色

の方が，高級で上品な印象を与えることが確認された．

ただ，赤色灯光の造形（直線/曲線の使い方，線分の本

数や長さ・太さなど）の影響の方が大きいことも認め

られたため，同一造形で色彩の効果を試す必要がある． 
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図 1イメージプロフィール (Audi Q5の例) 
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図 2「洗練された」と赤の波長の関係 

表 1 点灯させたテールランプ（8種類） 

表 2 視覚イメージ用語（20語） 


